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―
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問
題
の
所
在

東
大
寺
の
学
僧
凝
然

（
一
二
四
〇
―

一
三
二

一
）
が
、
晩
年
に
あ
た
る

〓
二
一
一
年
に
撰
述
し
た

『浄
土
法
門
源
流
章
」
（以
下

　

一

『源
流
章
』
と
略
称
）
は
、
鎌
倉
期
ま
で
の
浄
土
教
の
流
伝
状
況
や
諸
師
の
教
学
を
概
説
し
た

一
書
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
法
然

　

１９

（
一
一
三
二
―

一
二

一
二
）
の
門
流
に
つ
い
て
、
概
説
書
と
し
て
は
比
較
的
詳
細
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
凝
然
は
そ
れ
ら
法
然
門
下

　

一

諸
師
の
没
後
ま
も
な
い
時
期
、
あ
る
い
は
同
時
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
学
僧
と
し
て
の
評
価
の
高
さ
か
ら
、

そ
の
記
述
は
か
な
り
信
用
の
お
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
、
著
作
が
散
逸
し
て
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
人
師
を
研
究
す
る

上
で
は
、
『源
流
章
』
の
記
述
を
文
証
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
小
論
で
扱
う
覚
明
房
長
西

（
一
一
八

四
―

一
二
六
六
）
も
そ
の

一
人
で
あ
り
、
そ
の
教
学
は
古
来

『源
流
章
』
の
所
伝
に
多
く
依
拠
し
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
長
西

に
関
す
る

『源
流
章
』
の
記
述
に
つ
い
て
住
田
智
見
氏
は
、

長
西
は
章
主
親
承
の
師
な
れ
ば
、
今
処
に
示
さ
る
ゝ
所
は
尤
も
信
用
す
べ
き
な
り
。
　
　
　
　
　
（『浄
土
源
流
章
』
三
六
三
頁
）

と
述
べ
て
、
「親
承
」
を
根
拠
に
も

っ
と
も
信
用
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「親
承
」
と
は
、
す
な
わ
ち
凝
然
の

『維
摩
経

巷
羅
記
』
に
、
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昔
北
洛
九
品
寺
二長
西
上
人
ァリ
浄
土
法
し
之
先
徳
也ナ
リ
「「
‐
酬
曰
Ｗ̈
∃
，刊
■
寸
，川
コ̈
・‐劃
聯̈
彿
一一
¨
・―「ル
「罰
・町
一コ
・「
〕鼎
「利
計
耐̈
淵
ヨ
一調
疏
刊
‐千

時
長
西
大
徳
年
齢
七
十
八
。
即
弘
長
元
年
辛
酉
七
月
、
自
恣
党
也
。
西
公
語
ン予
云
、
観
経
三
心
維
摩
経
十
七
事
中
初
之
三
心

起
信
論
中
所
説
三
心
、
二
経

一
論
所
説
全
同
。
維
摩
観
経

並

是
浄
土
門
中
心
行
、
起
信
三
心
機
土
修
行
　
聖
道
間
中
習
業
安

心
。
所
ン向
雖
ン異
、
法
体
是
同

　

〈
云
云
〉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『仏
全
』
巻
五

・
三
二
六
頁
上‐）

と
、
凝
然
み
ず
か
ら
長
西
に
よ
る

『観
経
疏
』
の
講
説
の
座
に
連
な
り
教
え
を
承
け
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
、
師
弟
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
弟
子
が
師
の
教
義
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
信
憑
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
。
た
と
え
ば

『源
流
章
』
に
お
い
て
、

住
心
、
良
遍
、
真
空
等
師
皆
立
二諸
行
本
願
義
・。
コ
．∃
一月
西‐ノ酬
悧̈
・「
「
同
・刻
・囚
一̈り
　
　
　
　
　
（『大
正
蔵
』
巻
八
四
。
二
〇

一
頁
中
）

と
、
住
心

（―

一
二
四
五
―
）
・
良
遍

（
一
一
九
五
―

一
二
五
二
）
・
真
空

（
一
二
〇
四
―

一
二
六
八
）
ら
が
主
張
す
る

「諸
行
本
願

　

一

義
」
と
、
長
西
所
立
の
教
義
と
が
同

一
に
し
て
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
が
、
前
田
聴
瑞
氏
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２０

〔長
西
所
立
の
教
義
と
が
同

一
に
し
て
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
〕
こ
の
所
論
に
は
、
点
頭
し
難
き
節
も
あ
る
が
‥
・　
　
　

一

（『国
訳

一
切
経
』
史
伝
部
二
十
四
所
収
解
題
三
二
〇
頁
　
※

〔　
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

と
、
理
由
こ
そ
定
か
で
は
な
い
が
、　
一
概
に
首
肯
し
難
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
西
山
派
の
行
観

（
一

二
四

一
―

一
三
二
五
）
が
著
し
た

『選
択
集
秘
抄
』
に
は
、

一ル
ニ念
仏ノ
外
二諸
行
往
生
諸
行
本
願卜
・人
、
計
”
テ
可キ
ン置
ク
也
。
付キ
け
之
二刻
耐̈
邸̈
一日
［コ
［牲
詳
“響
［ジ
「川
引
一釘
‐引
「咸
コ̈

・Ｌじ
‐
Ｗ̈
［到
一到
「̈
針̈
『測
一飢
”一
‐翻
砒̈
ν引
ψ̈

翻
”ゅ
動̈
一寸
”パ
［れ
ゴ̈
川
「肌
引̈
バ州
鶴
‐コ
外
一調
「副
Ｗ̈
．訛
ャ「
職
。
又
下
二一一一一〕下′、以テ
ニ余
毎
・不ト
レ
為
サ
ニ本
願卜
・者
、
僻
事
ナ
リ
ト
難
ス
ル
也
。
此
ノ
人
ノ
・ふ
ン
刑
副
［コ
ユＷ
見

・・‐明‐就乳
一郵̈
詢‐綱『渕「耐̈
７
・・、‐趾一肌乱
ィ
為一１
れ̈
一「一‐「餅
にぃＲゴ〔翻叫
「ョ一叫「至‐レ・Ｐ̈
り調
・・‐銅「
‐到̈
郵̈
脇・週
罰一一』
レい副̈
針「４一
一ψ‐Ｊ］到̈
コ̈
邪
一一‐醜̈
計一「］叫』琳̈

有‐
レ・Ｙ
ｒ田‐
″̈ニレレ
蠍̈
週
‐札
″∃
・「
国「
・‐蔀
一ゴ
畔̈
恥̈
ヒ
「罰
・明
日
釘̈
「郷
Ｊ
［「
『鴨
・‐■
５
聾
‐
］走レ、「料
「私
レレ
ｒ
札
卜
・ん
。
」
二会
釈
ス
・卜何
事
ヵ
可
シ
【
有
ル
・一
テ
病
了リ
ゥ
誠
二以
テ
諸

行
本
願
立
　
不
ン可
ン
用
二此
文
・ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
全
』
巻
八

・
三
六
七
頁
上
）



『浄土法門源流章」所説の長西教義考

と
あ
り
、
「諸
行
本
願
」
に
つ
い
て
真
空
と
長
西
の
理
解
に
異
な
る
点
の
存
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
『源
流

章
』
の
記
述
が
長
西
の
す
べ
て
を
誤
り
な
く
伝
え
て
い
る
の
か
は
柳
か
疑
間
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
点
も
相
ま

っ
て
、
す
で
に
吉
田
淳

雄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
―こ＜
、
『源
流
章
』
の
記
述
が
凝
然
個
人
の
価
値
視
、
あ
る
い
は
理
解
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
を
考
慮
せ
ず
に
扱
う
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
長
西
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
で
き
る
書
は
長
ら
く
散
逸
し
、
そ
の
思
想
の
細
部
ま
で
を
窺
い
知
る
こ
と
が
叶

わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
『源
流
章
』
の
記
述
の
是
非
を
立
証
す
る
手
段
も
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
今
日

で
は
金
沢
文
庫
よ
り
長
西
撲
述
書
の
古
写
本
が
顕
出
さ
れ
、
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
古
写
本
こ
そ
、
「浄
土

疑
芥
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は

「浄
土
疑
芥
」
の

一
部
が
研
究
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
の
、
凝
然
の
所
伝
を
ほ

ぼ
並
列
に
扱
っ
て
論
じ
ら
れ
、
管
見
の
限
り

「浄
土
疑
芥
」
の
所
説
と
、
『源
流
章
』
の
所
伝
と
を
照
合
し
た
研
究
は
確
認
で
き
な

　

一

い
。
そ
こ
で
、
筆
者
が
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
「浄
土
疑
芥
」
と

『源
流
章
』
と
の
説
示
は
必
ず
し
も
符
合
す
る
も
の
で
は
な
い
　

２１

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

上
述
の
点
よ
り
小
論
は
、
『源
流
章
』
所
伝
の
長
西
教
義
に
つ
い
て
、
「浄
土
疑
芥
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
正
否
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
長
西
自
身
が
ど
の
よ
う
な
理
解
で
あ

っ
た
の
か
を
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

『源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義

ま
ず
、
『源
流
章
』
に
お
け
る
長
西
に
関
す
る
記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

郊
北
九
品
寺
長
西
上
人
、
房
号
覚
明
。
久

事
二源
空
・練
二浄
土
教
・。
長
西
十
九
　
出

・
家
、
即
附
二源
空
・。
源
空
其
時
年
満
二
七
十
・。

長
西
常
随

給
仕

　

不
レ解
。
空
公
八
十
　
入
滅
、
千
時
長
西
年
二
十
九
、
首
尾
十

一
年
随
逐

学
ン法
。
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長
西
門
人
英
哲
甚
多
。
謂

澄
空

〈房
号
如
輸
〉
上
人
、
理
円
上
人
、
覚
心
大
徳
、
阿
弥
陀
房
、
空
寂
上
人
、
十
地
上
人
、
道

教
上
人
、
上
行
大
徳
、
証
忍
大
徳
。
如
ン是
諸
輩
各
随
ン所
ン承

弘
二通
浄
教
・。
澄
空
、
理
円
両
上
人
者
宗
二研
天
台
・、
説
法
流
美
。

兼
随
二長
西
・習
二学
浄
教
・。
法
蔵
比
丘
五
劫
思
惟
、
唯
思
修
行
両
哲
諦
論
、
西
公
作
ン章
。
名
二五
劫
思
惟
諦
論
抄
・、
決
二判
両
英

諦
論
・。
即
決
判

云
、
五
劫
修
行
　
非
二唯
思
念
・。
浄
影
等
師
如
ン是
判
　
故
。
覚
心
大
徳
讃
州
西
三
谷
盛
弘
二浄
教
・。
彼
処
是
長

西
上
人
建
興
之
寺
也
。

長
西
乃
讃
州
人
。
九
歳
　
上
洛
随
二管
家
長
者

服́
二贋
俗
典
・、
出
家

入
ン紬
。
源
空
寂
後
遊
学

　

非
ン
一
。
学
二研

天
台
・伝
ニ

ノ
　
フ
　
　
　
ヒ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

シ
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
ヒ
テ

　
　
　
　
　
　
　

ニ
　
　

ン
ク
　
テ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ル

コ
ト

三
観
法
・、
随
二住
心
大
徳
・学
二止
観
等
・、
謁
二俊
初
法
師
・亦
習
二止
観
・、
値
二仏
法
禅
師
・久

経
二禅
学
・、
起
信
、
釈
論
無
ン不
ニ

譜
練
・、
浄
土
法
門
温
習

　

極
大
。
尋
ン古
知
ン今
、
達
ン此
通
ン彼
。
窮
ン幽
尽
ン
理
、
陶
貫
洞
朗
　
無
ン有
ン
所
ン遺
。

所
立
義
云
、
念
仏
諸
行

皆
是
弥
陀
如
来
本
願
、
随
二所
修
業
・皆
生
二報
土
・。　
一
切
機
上
　
修
業

之
人
有
二九
品
別
機
・、
宜
ン里
（
　

一

故
。
九
品
行
者
倶
生
二報
土
・。
随
ン機
任
ン業
有
二
来
迎
別
・、
生
己

即
是
斉
同
　
不
退
。
通
二是
極
楽
幸
蔵
世
界
海
会
大
衆
・、
直

　

２２

受
二法
楽
・、
普
至
二十
方
・於
二諸
仏
所
・歴
事
供
養
、
現
前
蒙
ン記
、
頓
歴
二十
地
・忽
至
二補
処
・。
或
於
二十
方
・速
成
二正
覚
・、
或
以
二
　
一

大
悲
・起
二閲
提
願
・、
自
証
化
他
、
応
化
斉
抜
、
尽
二未
来
際
・業
用
無
方
。
第
十
八
願
念
仏
往
生
、
第
十
九
願
聖
衆
来
迎
、
第
二

十
願
諸
行
往
生
。
第
十
八
中
有
二三
業
念
・。
前
十
三
観
是
観
行
観
、
修
二習

定
善
・思
惟
方
便
、
正
受
観
成
。
三
輩
散
善
。
臨
終

見
仏
。
眼
開

証
ン境
、
是
観
幅
観
。
観
仏
念
仏

定
散
門
異
、
得
ン定
証
ン境
。
三
味
是
同

　

故
、
観
仏
念
仏
両
三
味
為
ン宗
。

ハ
　

シ
テ
　
　
　
ノ

　

ニ
　
　
　
　
ヲ
　
シ
　
　
ト

　
　
　
シ
テ
　
ノ
　
　
　

ニ
　
　
　
　
ラ
　
ス
　
　
ト
　
　
　
ル
カ
　
　
　
ニ
　

　

ニ
　
　

　

ヲ
　
シ
　
　
ト
　
　
　
ル
カ
　
　
　
ニ
　

　

ニ
　

　

　

ヲ
　

ス
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

リ
テ

或
約
二章
提
請
・定
善
為
ン宗
、
約
二仏
自
開
・散
善
為
ン宗
。
由
二定
善
・故
観
仏
為
ン宗
、
由
二散
善
・故
念
仏
為
ン宗
。
二
門
互
取

互
成
二
一
宗
・。
如
／是
等
義
、
即
彼
所
立
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『大
正
蔵
』
巻
八
四
。
二
〇
〇
頁
中
―
下
）

【試
訳
】

京
都
の
郊
外
北
部
の
九
品
寺
に
住
し
た
覚
明
房
長
西
上
人
の
こ
と
。
し
ば
ら
く
源
空
に
師
事
し
て
浄
土
教
を
錬
磨
し
た
。
長
西
は
十
九
才
の

時
に
出
家
し
て
、
七
十
才
に
な
る
源
空
の
門
下
に
入
っ
た
。
長
西
は
源
空
に
常
随
し
て
身
の
周
り
の
世
話
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
源
空
は
八
十
才
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で
入
滅
し
、
そ
の
時
に
長
西
は
二
十
九
才
で
あ

っ
た
か
ら
、
首
尾
十

一
年
に
わ
た
っ
て
源
空
に
付
き
随

っ
て
教
え
を
学
ん
だ
こ
と
と
な
る
。

長
西
の
門
人
に
は
、
聡
明
な
者
が
と
て
も
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
如
輪
房
澄
空
、
理
円
、
覚
心
、
阿
弥
陀
房
、
空
寂
、
十
地
、
道
教
、
上

衛
、
証
忍
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
西
か
ら
相
承
し
た
教
え
に
随
い
、
浄
土
教
を
弘
通
し
て
い
っ
た
。
澄
空
、
理

円
の
両
者
は
、
も
と
天
台
の
教
え
を
研
鑽
し
て
お
り
、
説
法
も
流
美
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
兼
ね
て
長
西
に
随

っ
て
浄
土
教
を
習
学
し
た
の
で
あ

る
。
〔あ
る
時
、〕
こ
の
二
人
の
間
に
、
「法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
は
た
だ
の
思
惟
で
あ
る
の
か
、
修
行
で
あ

っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
討
論

が
起
こ
る
。
〔そ
の
時
に
〕
①
長
西
は

『五
劫
思
惟
評
論
砂
』
と
名
付
け
た

一
書
を
著
し
、
両
者
の
討
論
を
決
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
決
判

は
、
「五
劫
は
修
行
で
あ
り
、
た
だ
思
念
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
浄
影
等
の
師
も
同
様
に
判
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

覚
心
は
讃
岐
の
西
三
谷
に
お
い
て
盛
ん
に
浄
土
教
を
弘
め
た
。
西
三
谷
の
寺
院
も
長
西
が
建
興
し
た
寺
院
で
あ
る
。

長
西
は
讃
岐
の
人
で
あ
る
。
九
歳
の
時
に
上
洛
し
て
菅
原
家
の
長
者
に
随

っ
て
俗
典
を
服
鷹
し
、
〔そ
の
後
〕
出
家
し
て
僧
と
な

っ
た
。
源
　
　
一

空
の
示
寂
後
は
、
諸
処
に
遊
学
し
た
。
天
台
を
研
鑽
し
て
三
観
の
法
を
伝
え
、
住
心
か
ら
は
止
観
等
を
学
び
、
さ
ら
に
俊
務
か
ら
も
止
観
を
習

　

２３

学
し
、
道
元
か
ら
は
禅
を
修
習
し
て
、
『起
信
論
』
、
『大
智
度
論
』
な
ど
錬
磨
し
て
熟
達
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
〔な
か
で
も
〕
浄
土
の
法
　
　
一

門
を
習
熟
す
る
こ
と
極
め
て
広
大
で
あ

っ
た
。
古
を
尋
ね
て
今
を
知
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
通
達
し
、
幽
玄
を
窮
め
て
理
を
尽
く
し
、
隅
々
ま

で
精
通
し
て
い
た
。

長
西
所
立
の
義
は
、
②

「念
仏
と
諸
行
と
は
す
べ
て
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
で
あ
り
、
修
す
る
業
に
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
者
が
報
土
に
往

生
で
き
る
。
③
械
土
で
修
業
す
る
す
べ
て
の
人
に
機
根
の
異
な
り
か
ら
九
品
の
差
別
が
あ
る
。
〔し
か
し
、
〕
九
品
の
行
者
は
す
べ
て
報
土
に
往

生
す
る
。
機
根
や
修
す
る
業
に
よ
っ
て
来
迎
の
有
無
と
い
う
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
④
往
生
後
は
す
べ
て
の
者
が
等
し
く
不
退
の
位
と
な
る
。

極
楽
華
蔵
世
界
海
会
の
大
衆
に
通
じ
て
、
直
ち
に
法
楽
を
受
け
て
、
あ
ま
ね
く
十
方
の
諸
仏
の
御
所
へ
至
り
、
そ
れ
ら
の
諸
仏
に
仕
え
て
供
養

し
、
日
の
当
た
り
に
記
別
を
蒙
り
、
す
ぐ
さ
ま
十
地
の
階
位
を
歴
て
た
ち
ま
ち
に
補
処
の
位
に
至
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
十
方
諸
仏
の
も
と

で
速
や
か
に
正
覚
を
成
り
、
あ
る
い
は

〔磯
土
に
あ

っ
て
〕
大
悲
に
よ
っ
て
聞
提
の
願
を
発
し
、
自
ら
証
し
て
他
を
教
化
し
、
応
化
し
て
ひ
と
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し
く
苦
を
抜
き
、
そ
の
は
た
ら
き
は
場
所
を
選
ぶ
こ
と
な
く
恒
久
的
で
あ
る
。
⑤
八
長
西
は
、
〕
第
十
八
願
は
念
仏
往
生
、
第
十
九
願
は
聖
衆

来
迎
、
第
二
十
願
は
諸
行
往
生
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
⑥
そ
の
第
十
八
願
の
な
か
に
三
業
の
念
仏
が
あ
る
と
い
う
。
『観
経
』
の
前
十
二
観

は
観
行
の
観
で
あ
り
、
定
善
を
修
習
し
て
思
惟

・
方
便
し
、
正
受

。
観
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
〔後
半
の
〕
三
輩
観
は
散
善
で
あ
る
。
臨
終
に

見
仏
し
、
〔智
慧
の
〕
眼
が
開
け
て

〔さ
と
り
の
〕
境
界
を
証
得
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
観
属
の
観
で
あ
る
。
⑦
観
仏
と
念
仏
と
は
定
善
門

・

散
善
門
の
異
り
で
あ
り
、
〔両
門
と
も
〕
禅
定
に
入
っ
て

〔さ
と
り
の
〕
境
界
を
証
得
す
る
。
ど
ち
ら
も
三
味
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
観
仏
三

味
と
念
仏
三
味
と
の
両
様
を
宗
旨
と
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
葦
提
希
の
請
い
の
観
点
か
ら
定
善
を
宗
旨
と
し
、
仏
の
自
開
と
い
う
観
点
か

ら
散
善
を
宗
旨
と
す
る
。
定
善
に
よ
る
か
ら
視
仏
を
宗
旨
と
し
、
散
善
に
よ
る
か
ら
念
仏
を
宗
旨
と
す
る
。
定
散

。
観
念
の
二
門
を
互
い
に
取

り
、
互
い
に
一
宗
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
て
き
た
義
が
、
長
西
の
立
て
た
教
義
で
あ
る
。

以
上
、
『源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義
は
、
文
段
に
し
た
が
い
意
を
取
っ
て
大
別
す
れ
ば
、
①
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
に
対
す
る
　
２４

理
解
、
②
念
仏

・
諸
行
の
本
願

。
非
本
願
、
③
所
入
の
仏
土
と
来
迎
の
有
無
、
④
往
生
後
の
位
、
⑤
い
わ
ゆ
る
生
因
三
願
の
理
解
、　
　
一

⑥
三
業
の
念
仏
思
想
、
⑦
定
散

。
観
称

一
宗
互
成
と
い
う
、
七
項
目
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
分

類
に
沿
っ
て

「浄
土
疑
芥
」
の
思
想
と
照
合
し
て
み
た
い
。

『源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義
考

①
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
に
対
す
る
理
解

『源
流
章
』
の
は
じ
め
の
一
段
に
は
、
長
西
の
門
弟
で
あ

っ
た
澄
空
と
理
円
の
間
に
、
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
は
、
た
だ
思
念
し

た
だ
け
で
あ

っ
た
の
か
、
修
行
で
あ

っ
た
の
か
を
テ
ー
マ
に
諦
論
の
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
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て
長
西
は
、
『五
劫
思
惟
討
論
砂
』
な
る

一
書
を
制
作
し
、
浄
影
寺
慧
遠
等
の
諸
師
を
踏
襲
し
て
、
た
だ
思
念
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

修
行
で
あ

っ
た
こ
と
を
決
判
し
た
と
い
う
。
上
記
の
如
き

「法
蔵
菩
薩

の
五
劫
思
惟
」

へ
の
言
及
は
、
『序
分
義
光
明
抄
』
に
確
認

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

疑

云
、
因
与
ン行
果
与
レ報
、
有
こ何
別
・欺
。
答
。
因

者
法
蔵
比
丘
四
十
八
願
也
。
相
一Ｊ
司
四
刊
川
翻
劉
別
月
．―
翻
劃
釧
潤
�
釧
別

綱
翻
判
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
研
究
』
巻

一
二
・
一
八
七
頁
、
※
巻

一
〇
・
八
丁
左
―
九
丁
右
）

と
あ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
因
と
行
、
果
と
報
の
異
な
り
を
問
う
な
か
で
、
行
を
四
十
八
願
の
上
に
為
さ
れ
た
五
劫
の
修
行
の
別
行

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

現
状
、
管
見
の
限
り
で
は
、
「浄
土
疑
芥
」
に
お
い
て
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
を
論
じ
た
箇
所
は
こ
の

一
文
し
か
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は

『源
流
章
』
の
記
述
は
正
し
く
伝
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
念
仏

・
諸
行
の
本
願

・
非
本
願

『源
流
章
』
の
次
の
一
段
に
は
、
長
西
教
義
に
お
い
て
念
仏
と
諸
行
は
何
れ
も
弥
陀
の
本
願
で
あ
り
、
所
修
の
業
に
し
た
が
っ
て

す
べ
て
の
者
が
往
生
で
き
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

又
剤
ヨ
耶
者
何
等
欺
。
答
。
翻
祉
∬
聟
剰
句
倒
。
此
即
　
　
　
　
　
　
　
　
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

・
二
四
丁
左
）

と
、
雑
善
と
は
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
り
、
正
雑
二
行
で
い
え
ば
雑
行
で
あ
る
と
定
義
し
、
そ
し
て

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

尋ネ
テ
・ふ
ン
劇
捌知
コヨ
雲
「い判倒
‐ヽ�コ
机
〕紺
″斜
月相「倒
Ⅵ‐
「順
」翻
翻コ
〓‐，ｗ
部
叫
剤
月相
＝
町
〈
云
々
〉
。
此
ノ
義
如
何
ン。
答
フ。
曲
劃̈
一コ
聟̈
，以‐子̈麟
日̈
「鰻
・「
∃
［夕
・瑯

「川
「相
『習
封
”
二‐劇
一件
因‐卜「
私
・‐剤
神川
ｗ
因‐卜一ガ
矧
到
―
日
「副
剖
「謝
叫�
甜
引
刃
列
明
・‐倒
。
仏
′、満
足
大
悲
ノ
人
也
。
何
ソ
説
キ
け
土助
与
フ
っ衆
生
二
・哉
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
四

・
一
五
九
頁
、
※
巻

一
／
二
・
六
丁
左
）
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と
あ
り
、
雑
毒
を
念
仏
以
外
の
行
、
す
な
わ
ち
雑
行
と
定
義
す
る
見
解
に
つ
い
て
僻
見
で
あ
る
と
し
、
雑
毒
と
雑
行
と
区
別
し
た
上

で
、
雑
行
を
合
む

一
切
の
行
は
す
べ
て
往
生

。
成
仏
の
因
と
な
る
こ
と
は
、
経
論
章
疏
に
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
く

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

又
観
察
等
諸
行
豊
不
ン順
二本
願
・欺
。
答
。
観
察
等
四
可
ン順
二第
十
八
願
・。
乃
至
十
念
中
有
二
五
念
門
・。
其
中
称
名
本
意
　
故

几
テ
挙
ク
¨
之
ヲ
也
。
副
引̈
一̈
「コ
蟄
笏
鰺
一野
‐川
靡
刊
爛
．
‐倒
鋼
Ｈ詞
川綱
野̈
勲̈
「Ｎ
州
い∬
一咽
行‐卜
一√
野̈
ｍ即
卿
”ｗ
馴
。
来
迎ノ
願
ナ
ルカ
故
二。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
四
。
一
八
〇
頁
、
※
巻

一
／
二
。
一
五
丁
左
）

と
あ
り
、
諸
行
は
本
願
に
順
じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
と
問
い
を
立
て
、
諸
行
は
も

っ
ぱ
ら
二
十
願
に
順
じ
、
第
十
八
願
は
念
仏
と
諸

行
と
の
両
方
に
通
じ
る
旨
を
示
し
て
、
諸
行
往
生
も
弥
陀
の
本
願
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

如
上
、
諸
行
は
弥
陀
四
十
八
願
中
の
第
二
十
願
に
乗
じ
る
こ
と
を
主
張
し
、
道
理
的
面
よ
り
諸
行
を
往
生

。
成
仏
の
因
と
し
て
容

　

一

認
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
『源
流
章
』
所
伝
の
、
所
修
の
業
に
従
い
往
生
す
る
こ
と
が
で
　

２６

き
る
と
い
う
諸
行
本
願
の
義
に
つ
い
て
は
、
相
違
し
な
い
も
の
と
言
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

し
か
し
な
が
ら

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

疑ヒ
テ
一ふ
ク
、
一‐バ
「劉
一岬
一含
林
射
月
〔男
ｒ劇
「夕‐ノⅥ
川吼
＝
一鶴
一徊
引
Ａ‐
イヽ
酬
「
‐答
フ。
刺
『耐
一劇
一常
∬̈
‐臨
引̈
「̈
件
引
Ӵ。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
。
三
丁
左
）

と
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
念
仏
と
諸
行
と
を
分
け
隔
て
な
く
往
生
人
を
摂
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
摂
取
は
必
ず
念
仏

に
限
る
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

又
細
執
硫
蝋
町
生‐シ馴
。
答
フｏ
爛
胤
聯
ポ
翻
Ｈ
週
圏
訃
膨
鼻
刻
軋
菖

。
故
二般
舟
謹
一ふ
ソ
万
行
倶
二ι
テ
皆
得
レ【
モ往
ク
、
ト
フ念
仏ノ
一
行
最
モ為
リ
ン尊
。

廻
生
雑
善
恐

力
弱
、
元
ン過
二
　
一
日
七
日
念
・
〈
文
〉
。　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
二
四
丁
左
）

と
あ
り
、
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
る
雑
善

（雑
行
）
は
疎
遠
で
あ
り
力
が
弱
い
か
ら
往
生
し
難
い
こ
と
を
、
『般
舟
讃
』
を
文
証
と
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し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て

『礼
讃
光
明
抄
』
に
は
、

尋

云
、
釈
二三
心
当
体
・之
処
既
云
二自

造
ン罪
退
失
・。
今
云
二心
不
退
・相
違
如
何
。
答
。
付
ン之
有
二三
解
・。　
一　
凡
夫
光
触
異
、

謂

約
二凡
夫
過
・云
二造
罪
退
失
・、
几
夫
退
位
　
故
。
約
二光
触
徳
・云
二
心
不
退
・、
仏
力
冥
加
　
故
。
二

定
善
散
善
異
、
謂

約
二

定

じ

徳
二
■
ん
二
心

不

退
卜
・、

儒

一
無

毎

・故
二
。

約
シ
一
散

じ

者
二
・
一ん
二
造

罪

退

失
卜
・、

未
タ
ン
得

二
無

生
フ
・故
二
。
ョ
一Ｌレ、諸
「徊
翻
用
”∬
対
Ⅶド
『乱
」ノ
椰
軒
Ｈ
「
矧
叫

劉
刹
“耳
・‐乱
”引
日
罪
熟
「「
‐刹
州
鮒
“蝋
）割
『馴
引側
一Ｗ
司
「翻
Ｔ̈
劇
椰
ゴ
州
に片
‐引
″
二‐樹
一‐利
「胤
『刊
‐創
悧
襴
「神
「動
一Ｖ
翻
州
「個
コ働
器
「
「叫
。

⑥

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

・
二
四
丁
左
）

と
説
か
れ
て
お
り
、
三
心
の
当
体
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り

「自
造
罪
退
失
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「心
不
退
」
と
の
相
違
は
如
何
な

る
も
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
三
解
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
な
か
、
殊
に
第
二
の
諸
行
念
仏
の
異
な
り
に
お
い
て
は
、
余
行
に
は

摂
取
不
捨
の
益
は
な
い
が
念
仏
に
は
摂
取
不
捨
の
益
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
諸
行
と
念
仏
の
関
係
に
お
い
て
明
確
に
優
劣
の
あ
る
こ
　
　
一

と
を
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２７

但
至
二
定
散

者
弘
願
外
要
門
也
称
名

正

弘
願
法
体
也
等
之
難
・者
、
此
壊
一不
ン爾
欺
。
披
二
閲
　
解
釈
次
第
・有
二総
別
意
・欺
。　
　
一

先
ッ釈
スコ
ハ弥
陀
本
誓
願
極
楽
之
要
門
定
散
等
廻
向
生
）
・、
此
′、本
誓
願
ノ、者
往
生
ノ
強
縁
也
、
引
創
一野
瑠̈
一劇
「釧
倒̈
Ｉ
Ш
一配
一耐
樹̈
Ӵ。
次
二釈
ス
っ
ハ
一
向

専
念
生
）
・者
、
珈舟
「川
刊銅
詢
判「
行‐
′”中‐
．‐‐．「
調
【価
コ倒
回
１
‐劇
翻
判
倒
αｌ
川∩
「社
∃̈
刊
旧翻
「
＝
画
コ利
側
「ｏ
腱
択̈
一崎
”稗
掛
一蜜
一３
一部
瑯
菫
一瑯
「̈
嶽
一戦
一つ
政̈
一業
郡
一、

撻
鷺
驚
吟
諏
燎
一像
議
褒
聟
↓
郡
邸
一郵
邸
勢
漱
漱
厭
楡
鴨
．↓
．勁
都
郡
Ｂ

娘
ン此
ノ等
ノ
与
奪
傍
正
ノニふ
ヽ
世
間
出
世
間
ノ
常
ノ
習
也
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
二
九
頁
、
※
巻
三
／
四
。
一
二
丁
左
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
定
散
の
去
行
の
な
か
、
諸
行
は
傍
因
で
あ
り
因
明

（
つ
い
で
に
明
か
さ
れ
た
法
）
、
念
仏
は
正
因
で
あ
り
直
弁

（往
生
の
要
行
と
し
て
直
ち
に
説
か
れ
た
法
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
、
諸
行
と
念
仏
は
摂
取
の
益
の
有
無
や
往
生
の
難
易
、
傍
正
や
因
明
直
弁
対
等
で
差
別
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
行
本
願
の
義
を
立
て
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
念
仏
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
ま
で
言
及
し
て
い
な
い

『源
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流
章
』
の
所
伝
は
、
内
容
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

③
所
入
の
仏
土
と
来
迎
の
有
無

次
に
、
所
入
の
仏
土
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
『源
流
章
』
に
は
、
九
品
の
行
者
は
す
べ
て
報
土
に
往
生
す
る
と
あ
る
が
、

那
須

一
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
長
西
著
作
中
に

「報
土
」
や

「化
土
」
と
い
っ
た
用
語
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。
那
須
氏
の
言
う

「
現

存
す
る
長
西
の
文
献
」
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
筆
者
の
管
見
の
限
り
用
例
は
皆
無
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち

『要
文

抄
』
に
、

唯
応
於
浄
土
生
等
事

疑
ヒ
テ
一ふ
ン
測
■
部
判
報
鳳
計
�
�
判
。
答
フ。
報
羽
引
側
。
羅
漢
ノ
生
処
ナ
ルカ
故
二
必
ス
可キ
ニ界
外
ナ
っ
也
。
又
依
ラ
一大
論
等
ノ
意
二
・、
羅
漢
ノ、
不
ン可ヵ
″
生
ス
ニ極

　

一

楽
・、
如
何
。
答
。
於
二
一
仏
土
・几
聖
所
見
不
同
也
。
若
爾

者
智
論
意
羅
漢
不
生
　
者
、
旦
為
二凡
夫
所
見
之
辺
・欺
。
　
　
　
　
　
２８

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
六
年
書
写
巻
子
本
、
巻
下

。
一
五
二
―

一
五
五
行
）
　
　
一

と
あ
り
、
『論
註
』
で

「唯
応
於
浄
土
生
」
と
あ
る
浄
土
が
、
報
土
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
仏
身

に
つ
い
て
の
言
及
か
ら
、
所
生
の
土
に
対
す
る
理
解
を
推
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『法
事
讃
疑
芥
』
に
、

又
ゃ
ゎめ
ぃ了
【篠
螢
″ゅ
皆
是
化
身
ナ
ル
欺
。
答
フ。
不
ン爾
ラ
ｏ
但
シ、
釈
′、得
ル
ニ多
先
・也
。
総
シテ
得
テ
レ持
ッ
【ト
フ
釈
ヲ
不
レ【
モ同
シン
ラ
　
　
　
　
　
　
　
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
一
九
丁
右
）

と
あ
り
、
九
品
そ
れ
ぞ
れ
に
来
迎
す
る
仏
が
化
身
で
あ
る
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
報
身
の
徳
用
を
得
た
仏
身
で
あ
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

如
上
、
長
西
は
阿
弥
陀
仏
の
国
土
た
る
極
楽
浄
土
を
、
報
身
仏
所
居
の
報
土
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

『源
流
章
』

の
記
述
は
符
合
す
る
。
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次
に
、
『源
流
章
』
の
所
伝
に
よ
る
と
、
長
西
は
機
根
お
よ
び
所
修
の
業
に
よ

っ
て
来
迎
の
有
無
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た

と
い
う
が
、
『散
善
義
光
明
抄
』
を
見
る
と
、

難
シテ
一ふ
ン
若
シ
れ
一
ラ
ハ汝ヵ
所
雛
・□
□
□
□
此
ノ
愚
人
至
′レ
一テ
生
死
之
罪
二
・島
一現
れ
・鵬
有
り
「
其
ノ
八
・可シ
ン一乃
。
命
終
之
時
ョリ
己
下
、
臨
終
正

念
ス
ル
ニ有
リ
ニ金
花
ノ
来
応
等
・。
而
′レ
こ何
ソ
不
ン取
ラ
ニ文
島
・一乃
二
鵬
有
り「
其
ノ
十
・欺
。
答
フ。
此
ノ
難
尤
モ爾
也
。
但
シ
不
レ【
モ取
ラ
ニ文
島
・而
一ん
三
鵬
布
「
其
ノ
十
・

事
′、、
自
リ
ニ如
此
愚
人
・至
′レ
一テ
極
楽
世
界
二
・、
経
テ
可キ
ン取
ル
ニ第
九
Ｌ
文
島
・土勝
ルカ
故
二合
程
ル
也
。
純
♭
４

， ｗ
．刻
司
耳̈
＝
Ψ
「―
∃
‐鉢
倒
コ
４
甘
々
．―

引
離
ゴ̈
劃̈
岬
劃
刊̈
訓
一れ
１
「
川
目̈
Ｗ
倒̈
刊̈
訓
「丸
■
，網
罰̈
∬̈
７̈
η̈
「薗
矧̈
一ダ
‐Ｊ
「（『宗

学
研
究
』
巻

一
六

。
一
四
五
頁
、
※
巻

一
八
。
一
九
丁
右
）

と
あ
り
、
上
品
上
生
の
来
迎
は
依
正
三
報
が
揃

っ
て
来
迎
す
る
が
、
上
品
中
生
か
ら
下
品
中
生
ま
で
の
七
品
は
正
報
の
み
が
、
下
品

下
生
に
至

っ
て
は
依
報
の
み
が
来
迎
す
る
と
し
、
そ
の
理
由
が
機
根
の
勝
劣
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
来
迎
す
る
依

　

一

正
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
九
品
の
機
す
べ
て
に
来
迎
す
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲

『法
事
讃
疑
芥
』
（二
八
頁
波

　

２９

線
部
）
に

「九
品
来
迎
の
仏
」
と
あ
る
の
を
考
え
る
と
、
来
迎
自
体
に
機
根
の
差
に
よ
る
相
異
は
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
一

如
上
、
来
迎
に
関
す
る

『源
流
章
』
の
所
伝
は
誤
り
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
現
時
点
で

「浄
土
疑

芥
」
か
ら
所
修
の
業
に
関
す
る
言
及
を
看
取
で
き
な
い
が
、
『視
経
』
当
面
の
文
か
ら
も
九
品
各
々
の
所
修
の
業
が
異
な
る
こ
と
は

自
明
の
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

④
往
生
後
の
位

次
に
、
『源
流
章
』
に
お
い
て
、
極
楽
往
生
後
は
等
し
く
不
退

・
補
処
の
位
に
処
す
る
と
伝
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

到
彼
元
殊
等
事
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駐
テ
一ら
ン
元
殊
之
義
如
何
。
答
フ。
生‐
ス一猟
ｒ従
コ
「副
川国
珊
朴
得
‐́引
剣
州
ｕ蠍
ｇ
ｈじ
ν同
シク
発
ス
一大
菩
提
□
・一乃
二元
殊卜
・也
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
。
二
丁
左
）

と
あ
り
、
往
生
後
は
凡
夫

・
聖
者
の
異
な
り
な
く
処
不
退
を
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

皆
是
ア
ヒ
政
致
等
事

疑

云
、
倒
劃
側
国
ョ
到
「
引
Ч
州
引
＝
「コ
期
。
答
。
４
廻
月
判
月
樹
期
。
肇
公
義
疏
云
、
大
品
経
云
、
不
退
　
故
名
ニ
ア
ヒ
ハ
チ
・。
是

人
更
不
下為
二諸
魔
・所
レ
動
、
更
元
二退
転
・得
二元
生
忍
・。
未
レ得
ン忍
者
是
生
死
肉
身
　
〈文
〉
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
一
八
丁
左
）

と
述
べ
て
、
『阿
弥
陀
経
』
所
説
の

「阿
昆
城
致
」
を
処
不
退
の
位
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た

『散
善
義
光
明
砂
』

こ

十
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

―

―

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

シ
ク
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ハ
　

モ
　
　
リ
ト

　
　
　
　
　
　
ニ
　

シ
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
　
フ
　
シ
　
　
フ
　
　
　
　
ノ
　
ト
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ハ
　
　
　
ノ

同

上
々
上
中
二
人
雖
ン有
二差
別
・共
可
ン有
二大
心
大
解
□
□
□
□
解
・。
最
初
見
仏
聞
法
時
益
可
ン云
二三
賢
益
・。
下
輩
二
人
愚
悪

　

３０

者
也
、
花
開
見
仏ノ
時
二し
二上
々
上
中
ノ
ニ
人
ノ
・可キ
ン得
二三
％
鵠
・欺
。
答
。
爾
也
。
一件
軋
一コ
「
乱
劇
『
‐
利̈
馴
日̈
悧
片̈
一創
引̈
［卿
‐凩
］胤
一月
一Ψ
，
　

一

即
可
二十
信
分
・ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
研
究
』
巻

一
五

。
一
二
一
頁
）

と
あ
り
、
下
品
三
生
は
愚
悪
の
機
で
あ
る
が
上
上

。
上
中
品
と
同
様
に
三
賢
の
益
を
得
る
こ
と
に
加
え
、
幸
台
に
坐
し
た
時
に
は
九

品
の
機
す
べ
て
が
処
不
退
の
益
を
得
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

『要
文
抄
』
に
は
、

又
西
方
浄
土
生
す′、多ク有
リ
ニ几
夫
・、
何
ソ
一ん
二
入
正
定
衆
等
卜
・平
。
答
フ。
相
川
な
結
男
剌
荘
竿
胡
倒
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
六
年
書
写
巻
子
本
、
巻
上

。
一
五
八
行
）

と
あ
り
、
几
夫
が
多
く
生
ず
る
西
方
浄
土
に
お
い
て
、
な
ぜ

「
入
正
定
衆
」
と
い
う
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
往
生
後
に
不
退
の

位
に
住
す
る
か
ら
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

如
上
、
往
生
後
は
す
べ
て
の
者
が
処
不
退
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
諸
処
に
示
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
管
見
の
限
り

『源
流
章
』
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の
記
述
は
正
し
く
伝
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑤
生
因
三
願
の
理
解

『源
流
章
』
の
次
の
一
段
に
は
、
四
十
八
願
の
な
か
第
十
八
願

。
第
十
九
願

。
第
二
十
願
の
、　
い
わ
ゆ
る
生
因
三
願
理
解
に
つ
い

て
、
長
西
は
第
十
八
願
を
念
仏
往
生
、
第
十
九
願
を
聖
衆
来
迎
、
第
二
十
願
を
諸
行
往
生
と
理
解
し
て
い
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
小
論
の

「問
題
の
所
在
」
で
触
れ
た
、
『源
流
章
』
の
中
で
住
心
等
の
諸
行
本
願
義
を
立
て
た
人
師
に
つ
い
て
言

及
す
る
文
と
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、

住
心
、
良
遍
、
真
空
等
ノ
師
′、皆
立
ッ
ニ諸
行
本
願
義
・。
コ
引
到
西‐
ノ引
刊
「
「
同
刻
軋
郷
　
　
　
　
　
（『大
正
蔵
』
巻
八
四
。
二
〇

一
頁
中
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
四
十
八
願
の
中
、
第
十
八
願

。
第
十
九
願

¨
第
二
十
願
の
三
願
の
理
解
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
差

　

一

異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
鎮
西
義
の
良
忠

（
一
一
九
九
―

一
二
八
七
）
の

『東
宗
要
』
に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３１

２
辞
¶
針
川
引
針
「
∃
ぽ
η
〈ム云
〉。
林
罫
ゞ
碁
穫
〓
３
程
撃
幕
勘
蔀
等
、〈ム
ム〉。

一

有

云
、
十
八
但
念
仏
、
二
十
但
諸
行
、
十
九
合
願
　
〈
云
云
〉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
全
』
巻

一
一
・
五

一
頁
下
）

と
、
あ
る
三
師
の
義
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
良
栄

（
一
三
四
二
―

一
四
二
八
）
の

『東
宗
要
見
聞
』
に
は
、

有
云
十
八
等

者
、
挙
三
二
師
・。
剃
孔
劇
目
詞
州
¶
州
Ｊ
．月
、
昼
（
一くＫ蘇
一深
賜
出
天
）≫ゝ
“
が
日
３ヽ
電
セ
、
第
二
阿
弥
陀
房
也
。

（『浄
全
』
巻

一
一
。
四
〇
九
頁
上
）

と
註
釈
し
て
、
第

一
義
を
住
心
説
、
第
二
義
を
長
西
説
、
第
二
義
を
阿
弥
陀
房
説
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
良
栄
の
註
釈

に
依
る
な
ら
ば
、
住
心
は
第
十
九
願
を
も

っ
て
諸
行
本
願
義
を
た
て
、
長
西
は
第
二
十
願
を
も

っ
て
諸
行
本
願
を
た
て
た
こ
と
に
な

り
、
両
者
の
諸
行
本
願
義
に
は
相
違
点
の
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
住
心
は
著
作
が
現
存
し
な
い
た
め
、
そ
の
正
否
を
確
認
す
る
こ

と
が
叶
わ
な
い
が
、
住
心

・
真
空
義
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る

『源
流
章
』
の
所
伝
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
因
三
願
の
理
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解
を
長
西
の
著
作
の
上
で
照
合
す
る
と
、
前
掲
の

『散
善
義
光
明
抄
』
の
文
、
す
な
わ
ち
、

又
観
察
等
諸
行
豊
不
ン順
二本
願
・欺
。
答
。
観
察
等
四
可
ン順
二第
十
八
願
・。
乃
至
十
念
中
有
二
五
念
門
・。
其
中
称
名
本
意
　
故

肌
テ挙
ク
¨
乙
也
。
訓
州̈
一̈
‐コ
則
鮒̈
爾
一野
‐洲
「朧
・‐□
１
劉
鋼
口詞
翻̈
岬̈
勲̈
っＮ
州
�̈
一州
一飾
一√
野̈
神̈
鋼
Ｗ̈
劇
。
来
迎ノ
願ナ
ル
カ
故
二。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
八
〇
頁
、
※
巻

一
／
二
。
一
五
丁
左
）

と
述
べ
て
い
る
点
よ
り
、
諸
行
は
第
二
十
願
に
順
ず
る
べ
き
も
の
で
、
第
十
八
願
は
念
仏
と
諸
行
に
通
じ
る
願
と
す
る
理
解
を
看
取

で
き
る
。
こ
れ
は
前
の
良
栄
の
註
釈
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に

『源
流
章
』
の
所
伝
に
お
け
る
二
十
願
の
理
解
と
は

一
致

す
る
も
の
の
、
第
十
八
願
理
解
に
お
い
て
凱
岬
を
生
じ
て
い
る
こ
と
と
な
るて
。
な
お
、
第
十
九
願
理
解
に
つ
い
て
は
、
現
状
は

「浄

土
疑
芥
」
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。

上
述
の
如
く
、
生
因
三
願
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
『源
流
章
』
の
記
述
と

「浄
土
疑
芥
」
の
説
示
と
は
、　
一
部
符
合
し
な
い
面
の

あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

⑥
三
業
の
念
仏
思
想

『源
流
章
』
の
次
の

一
段
に
は
、
第
十
八
願
に
三
業
の
念
仏
が
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
長
西
の
理
解
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
『散
善
義
光
明
抄
』
に
、

翻
′′‐ｙ
郭ｗ
回＝
働
「∃
コ
升
コ
相判
‐
開‐ク引
れＹ
川
―
翻場
一‐琳
〓「
引含
訛
コ‐
コ蝋
一一
″「
ヨ
種
訓
「行‐卜
「
個
ｄ‐
引叫
．
ｖ‐剣
鋤
ンレ、「れ�
刑劉
組�
州
η
ゴ
ー「
倒
。
今
′、閣
キ
】
観
仏

三
味
´
勧
コ念
仏
三
味
・也
。
故
倒
一祉
一■
日
一鴛
計
一日
一引
覇
一到
計
ィ
剋
割
一＝
倒
。　
　
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
五
五
頁
）

と
あ
り
、
念
仏
の
語
に
は
三
業
の
念
仏
と
い
う
定
義
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
を
開
示
す
る
と
五
念

門

・
五
正
行
と
な
る
が
、
さ
ら
に
分
け
れ
ば
観
仏
と
念
仏
と
の
二
義
に
分
類
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

「念
仏
」
の
語
は
広
義

で
あ
り
、
三
業
を
経
て
定
散
に
わ
た
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、
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以テ
ニ真
筋
三
縁
之
粍
・も
″
彼
こ案
スゅ
これ
、
・‐「
『川
（副
却̈
別̈
一り
「
「日
舗
‐ゴ
「
‐
朝̈
‐州
湘
「
‐
・」レ‐郷̈
一到
「
．コ
一７
‐
耐
一導
一彙
【男
「鳳
郎̈
歓
一以
螢̈
ψ̈
〔ラ
い「
部
一配
一ぷ
“歓

″徳
「
つ繊
つ為
“「⇒
ハ騒
郵
む
～ヽ
一晏
ゆ
侵
ポ
”塚
″⊇
郷
Ｄ林
Ｊ
わつ
、わ
此
（何
一ヨ
嶽
）々
′３
２
フ⇒
，締
”う
一、見
（駆
献
”覇
後
“意
”郷
峻
″後
動́
，う
、此
部
韓Ｆ
戦
後
「ヨ
因
”烈
）ュ
″鷲
静
爛
、

計
ヨ
ム‐′、一
ｒ
，‐「「願‐ノ刀
・‐刊
「引
斜
川
勺
′，‐“ｗ回一亘‐り「
「コ
「琴
「創
聾
引
鰍
”翻
′′‐口∃
洲
肌
ル
回
「
‐刹
延
コ硼
「
初割
「
軌
一，
い
者
ヽ
・・
‐
川
ヨ
期
↓訛
Ⅳ
引
瀾叫
・̈
困
コ肺
コ
ユ‐日
ヽ

徊
川
「コ
∃
コ
‐‐偏
コ「
「
自
‐
故
釈
二肝
要
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
一
。
一
〇
丁
左
）

と
あ
り
、
本
願
文
の

「乃
至
十
念
」
は
三
業
に
わ
た
る
も
の
で
定
散
両
義
を
有
し
た
念
仏
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
散
心
の
称
名

念
仏
が
本
願
の
正
意
、
往
生
の
正
業
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『要
文
抄
』
に
も
、

尋ネテ
・ぁ
ソ
故
ラ
ニ弘
一大
急
観
経ト
ノ
ニ
文ヲ
・為
テ
ン首卜
、
土
説^ク
一ト
ニ衆
生ノ
之
証
フ
・有
′レニ何
ノ意
・平
。
答
フ。
利
，́‐翻
肛郡
勝
ヨ
劃
一�
コ
和Ⅳ
副物
一‐団
「み
悧
剛
れⅣ
４ｗ
・‐

利
鰍
＝
響
騨
辺
乱
耳
倒
。
其ノ故′、、
利
蔀
片
夕
創
馴
Ψ
驚
畔
正‐卜＝
引
Ｑ
洲
叫
【
翻
距
悧
捌
身
引
礁
ヨ
勁
ド
Ш
鳳
怖
跡
川
倒
翻
乳
＝
引
Ｊ
伴
ギ
片
乱
鞘

洲
［一
一一
Ｊ
叫̈
レ肌
ｋ̈
卜
「回レ、創
一生
曹̈
雄̈
正‐
卜．
凱
一徘
一跳
耕
釧̈
鶴̈
一魏
『
コ̈
］卦
］ｄ
‐謝
�̈
一「

計
略
ニ
ン
テ
不
レ【
モ委
シ
ッ
ラ
住
文
広
釈
細
明
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
六
年
書
写
巻
子
本
、
巻
下

・
六
八
九
―
六
九
二
行
）
　

３３

Э

と
、
三
業
に
わ
た
る
念
仏
の
な
か
、
日
業
の
称
名
が
本
願
の
正
意
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
お
り
、
次
い
で
そ
の
理
由
を
述
べ
る
な

　

一

か
で
、
こ
の
論
文
は
表
面
的
に
は
観
念
を
正
義
と
し
て
称
名
を
明
か
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
面
的
に
は
称
名
が
正
義
で

あ
る
こ
と
を
顕
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『礼
讃
光
明
抄
』
を
見
る
と
、

尋ネ
テ
一形

弓
翻
鳳
■
「
倒
れ
中‐
．Ｊ
叫
期
。
答
フ。
札
二̈‐テ劇
コ刻
「肌
一倒
冽̈
い引
側
一ゴ
ｖ‐針
‐柿
ニーヨ
倒
刊
‐
一―．卜ぃ
引
同
・́‐梱
「冽
Ｈ翻
川
翻
「̈

一
―
斗
ゴ
‐馴
冽̈
馴̈
『「
【州
“η

□
１
〓―
一レ、広‐
ク
亘‐
レ劃
・刊
・料
，コ
州
珈̈
ｒ
・０
乱
一ヤ
‐翻
�̈
“知
・州
釧
側
。
委
シ
ク
ハ在
り
一
定
善
義
ノ
抄
二
・可
シ【
釈
ス
〈
云
々
〉
。
二
部
経
ノ
中
二称
名
本
願
ノ
文
未
タ
ン見
ン

之
。
観
仏
本
願
者
尤
観
経
第
十
三
観
分
明

者
哉
。
　

　

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
二
／
三
・
二
五
丁
左
―
二
六
丁
右
）

と
あ
り
、
『観
経
』
真
身
観
に
説
か
れ
る

「念
仏
衆
生
」
の

「念
仏
」
に
つ
い
て
、
●

一
向
称
名
、
②

一
向
観
察
、
０
広
亘
三
業
の

三
解
あ
る
と
し
、
真
身
観
の
念
仏
は
②
観
念
の
意
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
が

「広
く
三
業
に
わ
た
る
念
仏
」
と
い
う
理
解
の
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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上
述
の
如
く
、
長
西
に
お
け
る
念
仏
は
、
三
業
に
わ
た
る
と
す
る
理
解
が
基
本
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
具
体
相
は
、

定
散

・
観
称
両
義
を
合
む
念
仏
で
あ
る
が
、
称
名
を
中
心
に
見
て
い
る
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

表
面
的
に

『源
流
章
』
の
記
述
は
誤
り
な
し
と
判
定
で
き
る
が
、
『源
流
章
』
の
所
伝
か
ら
は
具
体
的
な
様
相
ま
で
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
ず
、
殊
に
称
名
を
本
意
と
す
る
旨
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
長
西
教
義
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
と
き
、
不

十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑦
定
散

・
視
称

一
宗
互
成
に
つ
い
て

続
け
て
、
『源
流
章
』
に
は
定
散

・
視
称
と
い
う
対
概
念
が

一
宗
を
互
い
に
成
ず
る
理
解
を
長
西
が
示
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
こ
の
義
は
、
前
項

「⑥
三
業
の
念
仏
思
想
」
で
引
用
し
た

『法
事
讃
疑
芥
』
（三
二
頁
波
線
部
）
か
ら
も
窺
え
た
が
、
『序
分

　

一

義
光
明
抄
』
に
も
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３４

又
専
心
念
仏

者
観
念
称
念
中

何
欺
。
答
。
観
念
也
。
既
云
二依
下
観
門
・、
専
心
念
仏
正
報
注
想
、
西
方
依
報
分
別

也
。
難
　
　
一

一ふ
ン
玄
義
ノ
宗
旨
醍
既
二一一
・́創
冽
日
洲
『
ａ
個
〓‐
計
Ｔ

以テ
二
一
経
所
説
′
念
仏
フ
・分チ
一
祢
念
ト
ノ難
軒・・以テ
ニ称
名
ヲ
・・ん
二念
仏卜
・。
若
シ
爾
ラ
ノヽ、
今
不シ
け
一ふ
ニ

観
念
・云
二専
心
・念
仏
、
尤
可
二称
名
・。
何
云
二観
念
・哉
。
又
於
二両
宗
中
・以
二称
名
・或
云
二四
十
八
願
中
専
念
名
号
・、
或
云
二望

仏
本
願

一
向
専
称卜
・。
爾
ラ
ハ者
如
何
ン０
答
フ。
所
粥
文
′、実
二以
テ爾
也
。
祉
ヨ̈
針
湘̈
『回
�
一■
九
．謝
「倒
勒̈
魅̈
一刻
一州
一跡
詞̈
猟
計̈
「卦
の̈
割
引
酬̈
「翻
「「

一
‐
［ャ
［斗

叫
ゴ
［コ衛
卦
‐コ̈
甘『得
ヨ
周Ｊ
「刷‐測
洲“罫̈
硼
鍬”＝
耳Ｊ「
札“パ̈
川蠍
‐∃川�̈
ゴ「翻『牡̈
つ側
ｄＪ
緋一訛疇斗「倒「体）∃コ勁
ｒ一叫̈
り［抑一謝
躙に野‐剤肺
郵̈一倒『相円∃‐詞̈
Ｗｉ

〈
‐
謝
列
ｄ
ｌ
又
以テ
ニ観
念
フ
・可
シ
ン一ん
本
願
卜
・。
雑
雛
説
ヶ
コ
然
彼
如
来
宿
願
力
故
等
卜
・。
一低
魂
一寸
ぃコ
一辞
‐ふ
一一
斜̈
一別
一劇
一州
一「
「剛
一為
ヨ̈
４̈
一叫
劃
一「
∃
田助
列
ニ

肌
」型
「翻
時
・‐期
綱
」罫
「
倒
α‐
測
‐鮎
”レ
『ル
・‐月
「州
岬̈
引
【ヨ
計
］Ⅳ
［勁
「ヨ
硼
∃
『刈
碑̈
‐ＴＬ‐「
「コ
雌
】肌
‐紺
「引
料̈
・‐割
叫∬
『得
ヨ
周
□
「ｏ

（『宗
学
研
究
』
巻

一
二
。
二
一
一
―
二
一
二
頁
、
※
巻
三

。
二
五
丁
左
―
二
六
丁
右
）

と
あ
り
、
「序
分
義
」
に
説
か
れ
る

「専
心
念
仏
」
を
観
念
と
定
義
し
た
後
、
「玄
義
分
」
の
観
仏
念
仏
両
三
味
の
意
で
取
れ
ば
称
念
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で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
観
念
な
の
か
と
い
う
疑
難
が
設
け
ら
れ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
『大
経
』
の
本
願
文
と

『観
経
』
の
文
は

念
仏
と
諸
行
と
を
並
説
す
る
の
で
、
念
仏
と
諸
行
、
観
念
と
称
念
と
い
う
差
異
は
与
奪
の
義
で
心
得
る
べ
き
こ
と
と
、
「念
仏
」
の

語
は
広
義
で
あ
る
か
ら
説
処
に
応
じ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『玄
義
分
光
明
抄
』
に
は
、

難

云
、
和
尚
処
処
解
釈
、
釈
二本
願
大
意
三
経
正
意
・之
処
、
或
云
二観
仏
為
宗
念
仏
為
宗
・、
或
云
二四
十
八
願
中
唯
明
専
念
ミ

タ
名
号
得
生
等
・、
或
云
二専
念
名
号
順
彼
仏
願
故
等
・、
或
云
二望
仏
本
願

一
向
専
称
等
・、
或
云
二本
発
深
重
摂
願
以
者
何
名
号
等
・。

此
等
釈
文
明
鏡
也
。
而

何
広

以
二定
散
業
因
・為
二往
生
業
・云
哉
。
答
。
此
難
実
以
爾
也
。
但
見
二三
経
始
終
・案

解
二釈
　
首

升
‐聾
ぃ野
・‐コ
０
一獣
）「
‐ヽク
『勁
‐魂
ｒ騨
・‐列
判
排̈
霙
郵
Ｈ靴
刹洋
，Ｗ
川靴
‐琳
・‐刻
牛̈
「外
［鸞
‐針
「劉
刊

二
、ヽ
ヽ
ヵ
γ／

ミ

タ

然

則

以
二傍
正
与
奪
之
意
・可
二料
二簡
之
・也
。
聖
教
常
習
也
、
有
二何

過
失
・欺
。
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
研
究
』
巻
九

。
一
八

一
頁
）

と
あ
り
、
「浄
土
二
部
経
」
の
教
説
は
、
総
じ
て
い
え
ば
定
散
諸
善
を
弥
陀
の
本
願
と
す
る
が
、
別
し
て
い
え
ば
念
仏

一
行
が
本
願

の
正
意
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
本
願
の
正
意
で
あ
る
念
仏
に
つ
い
て
、
観
念
的
要
素
を
含
ん
だ
念
仏
で
あ
る
こ
と
は
前

に

一
瞥
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
分
明
に
観
念
を
傍
、
称
名
を
正
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
総
釈
の
時
に
は

「弥
陀

の
本
願
は
広
く
定
散
等
し
く
廻
向
す
る
」
等
と
説
か
れ
、
別
釈
の
時
に
は

「弥
陀
の
名
号
を
専
念
し
て
往
生
す
る
」
と
説
か
れ
る
と

し
、
こ
れ
ら
は
傍
正

・
与
奪
の
義
で
料
簡
す
る
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
前
掲
の

『散
善
義
光
明
抄
』
（二
七
頁
波

線
部
）
等
に
も
示
さ
れ
て
お
り
、
長
西
の

一
貫
し
た
主
張
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

如
上
、
傍
正

・
与
奪
と
い
う
義
を
用
い
る
こ
と
で
、
定
散
や
観
称
と
い
っ
た
対
概
念
が
共
存
し
て
教
義
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
表
面
的
に
は

『源
流
章
』
の
記
述
を
正
し
く
伝
え
た
も
の
と
見
て
大
過
な
し
と
判
定

で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
長
西
教
義
に
お
け
る
本
質
的
な
部
分
、
す
な
わ
ち
称
名
念
仏
を
正
義
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
不
十
分
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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小
　
結

以
上
、
『源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義
に
つ
い
て
、
「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
そ
の
正
否
を
検
証
し
て
き
た
。
現
状
で

『源
流
章
』

所
伝
の
一
々
す
べ
て
を
検
証
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
要
な
点
は
ほ
ぼ
照
合
で
き
た
と
言
え
る
。
こ
こ
に
、
今
回
の
検
証
で
明

ら
か
と
な

っ
た
点
を
簡
潔
に
示
し
て
お
く
。

『源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義
は
、
「浄
土
疑
芥
」
か
ら
窺
え
る
長
西
教
義
と
概
ね

一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
聖
道
門
的
立

場
の
凝
然
か
ら
す
れ
ば
、
自
身
の
理
解
に
合
致
す
る
部
分
が
述
べ
ら
れ
る
に
止
ま
り
、
言
及
が
不
十
分
な
点
を
多
く
存
し
て
い
る
。

よ

っ
て
、
結
果
的
に
は
長
西
教
義
の
本
意
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
殊
に
、
称
名
念
仏
を
本
願
の
正
意
と
す
る
理
解
が
伝
え
　
　
一

ら
れ
て
い
な
い
点
は
、
長
西
教
義
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　
３６

右
記
の
検
証
結
果
よ
り
、
長
西
教
義
研
究
に
お
い
て
、
『源
流
章
』
は
あ
く
ま
で
も
二
次
的
な
補
助
史
料
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

　

一

り
、
「浄
土
疑
芥
」
を
主
史
料
と
し
て
総
合
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

註①
　
塚
本
善
隆
博
士
も

「覚
明
房
長
西

一
門
に
就
い
て
は
、
京
都
九
品
寺
に
て
長
西
の
善
導
観
経
疏
講
義
を
聴
き
じ
こ
と
あ
る
、
凝
然
の
源

流
章
に
説
く
所
が
、
最
も
信
頼
し
得
る
で
あ
ら
う
」
（『金
沢
文
庫
所
蔵
浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀
親
の
鎌
倉
吉
砂
本
』、　
一
九
二
三
年
）
と
、

長
西
と
そ
の
問
流
に
つ
い
て
は
凝
然
の

『源
流
章
』
が
最
も
信
頼
で
き
る
も
の
と
す
る
。

②
　
【引
文
凡
例
】
①
旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
、
訓
点
は
筆
者
の
手
で
補

っ
た
。
②
原
文
で
の
割
書

・
細
字

箇
所
は
山
括
弧
で
表
記
し
た
。
③
隠
滅
箇
所
は
文
字
数
分
の

「□
」
で
表
記
し
た
。
④
既
翻
刻
文
献
を
原
本
と
照
合
し
て
誤
字
の
発
見
や

未
読
字
が
解
読
で
き
た
場
合
、
筆
者
読
替
字

・
解
読
字
に
改
め
た
上
で
網
掛
け
表
記
し
、
出
拠
に
原
本
の
丁
数
を
併
記
し
た
。
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③
　
「長
西
を

「諸
行
本
願
義
」
と
明
確
に
規
定
し
た
最
古
の
資
料
で
あ
る

『源
流
章
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
無
批
判
に

受
け
容
れ
て
い
い
の
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
凝
然
な
り
の
価
値
視
が
投
影
さ
れ
て
い
て
、
長
西
を
は
じ
め
と
す
る
法
然
門
下
の
思
想
を
歪
め

て
伝
え
て
は
い
な
い
か
、
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」
（「
『浄
土
法
門
源
流
章
』
所
説
の
諸
行
本
願
義
に
つ
い
て
」
、
『大
正

大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
巻
二
五

・
二
〇
〇

一
年
、　
一
七
〇
頁
）
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。

④
　
「浄
土
疑
芥
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
―

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
の
再
検
討
―
」
（『宗
学
院
論
集
』
巻

八
八
、
二
〇

一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
　
『浄
全
』
巻

一
五
所
収
本

（五
九
九
頁
下
）
で
は
、
「輸
」
↓

「輪
」
と
な
る
。
や
や
時
代
は
下
る
が
、
鸞
宿

『浄
土
伝
灯
総
系
譜
』

（『浄
全
』
巻

一
九

。
一
一
二
頁
上
）
に
お
い
て
も
、
澄
空
の
房
号
を

「如
輪
」
と
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く
は

「輪
」
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
は

『大
正
蔵
』
の
表
記
に
よ
っ
て
、
試
訳
は

「輪
」
と
し
た
。

⑥
　
『散
善
義
光
明
抄
』
に
も
、

一∫
一酪
、』″覗
レ
誕
賊．爾
ダ
、．謡
碕
語
葬
輯
．Ｒ
嘱．故二之二袢
詣
・

趾
一許
失卜自魏
狩
蝙
融
『崎
」「退卜故二′、。晰
念退卜岬馘
れ尊
有ル三一説
評
『ぎ
安
、
一３７

（『宗
学
研
究
』
巻

一
五

。
一
〇
〇
頁
　
※
巻

一
六

。
二
〇
丁
右
）

と
、
同
様
の
説
示
が
確
認
で
き
る
。

⑦
　
「現
存
す
る
長
西
の
文
献
を
検
討
す
る
と
、
長
西
に
お
い
て

「報
土
」
「化
土
」
と
い
う
用
語
は

一
箇
所
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
」
（那

須

一
雄
稿

「覚
明
房
長
西
に
お
け
る

『観
無
量
寿
経
』
九
品
段
の
解
釈
」
、
『印
仏
』
巻
六
二
―
二

。
一
一
一
頁
―

一
一
二
頁
）

③
　
「所
」
に
つ
い
て
、
原
本
で
は

「不
」
で
あ
る
が
、
諸
本
か
ら

「所
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
読
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は

「所
」

と
し
た
。
□
圏
□
…
伝
慈
恩

『阿
弥
陀
経
疏
』
（『浄
全
』
巻
五

・
五
六
四
頁
下
）
、
道
忠

『群
疑
論
探
要
記
』
（『浄
全
』
巻
六

・
三
九
五

頁
上
）。

⑨
な凡ソぉけ酢
絲
か暉
一鞣
郷ｒ祗
稽鋪
期
革十卜し輩験力長舅
囃ヽ
軍
鮮
聯
覗
六
鮮

（『浄
全
』
巻
八

・
四
五
五
頁
上
）
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と
あ
り
、
ま
た
、

此
文
既
云
三来
迎
等
願
中
明
二諸
行
往
生
・。
是
諸
行
本
願
明
証
也
。
来
迎
願
中
明
二
諸
行
・者
、
指
二第
十
九
願
修
諸
功
徳
之
文
・。
所
ン

一一〓〕等ト
ハ者
、
等
二取
スル第
二
十
脇
・也
。
此ノ
願′
外
二更
二無
シ下
可キ
ニ等
取
ス
・之
願
文
´
是
ノ
故
二柿
二‐テ̈
釧
生
叫井
臨
認
郭
］徳
コ針
ゴ
計
「‐社
・‐コ
引
句
倒
引
，‐口
訃
「

側
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
全
』
巻
八

・
四
五
八
頁
上
）

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
第
十
九
願

。
第
二
十
願
を
根
拠
と
し
て
長
西
が
諸
行
本
願
を
主
張
し
た
と
す
る
の
が

一
般
的
で
あ

っ

た
。
撰
号
を
欠
く

『念
仏
本
願
義
』
を
長
西
撰
述
書
と
位
置
づ
け
た
の
は

『浄
全
』
編
者
を
哨
矢
と
す
る
が
、
早
く
は
石
田
充
之
博
士

（『法
然
上
人
間
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
七
九
頁
）
が
長
西
門
弟
の
道
教
撰
述
書
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
吉
田
淳
雄
氏

（「
『念
仏
本
願
義
』
に
つ
い
て
」
（『仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
別
冊

「浄
土
教
典
籍
の
研
究
」
所
収
）
が
検
証
を
行
い
、
道
教
撰
述

の
可
能
性
が
あ
る
旨
を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
第
二
十
願
で
は
な
く
第
十
九

願

・
第
二
十
願
の
両
願
を
も
っ
て
諸
行
往
生
の
根
拠
と
す
る
当
該
箇
所
の
説
示
も
、
『念
仏
本
願
義
』
が
長
西
の
撲
述
書
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る

一
証
拠
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
道
教
撲
述

（非
長
西
撲
述
）
書
と
見
て
大
過
な
し
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て

い
る
今
日
に
お
い
て
、
長
西
研
究
に

『念
仏
本
願
義
』
を
用
い
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
従
来
の

『念
仏
本
願
義
』
を
根
拠

と
し
た
所
論
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

⑩
　
な
お
、
『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、
前
の
引
用
文
に
続
い
て

「私
云

、
可
ン亘
二十
九
、
廿
・也
」
（『宗
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
八
〇
頁
）

と
あ
る
文
な
ど
、
第
十
九
願
の
理
解
が
全
く
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「浄
土
疑
芥
」
に
お
け
る
私
釈
は
門
弟
の
阿

弥
陀
房
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

（岸
章
二
稿

「輸
献
敵
観
経
疏
光
明
抄
絃
砒

（？
）
と
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説

と
光
明
抄
研
究
の
一
問
題
」、
『宗
学
研
究
』
巻

一
一
。
一
六
九
頁
他
）、
小
論
で
も
長
西
の
説
示
と
は
見
ず
に
一
線
を
画
し
た
。

⑪
　
こ
の
理
解
は
前
に
引
用
し
た

『散
善
義
光
明
抄
』
（『宗
学
研
究
』
巻

一
四

・
一
八
〇
頁
）
に
も
示
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
覚
明
房
長
西
、
浄
土
源
流
章
、
諸
行
本
願
義
、
浄
土
疑
芥
、
凝
然

- 38 -


